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全日本私立幼稚園連合会

会員園数 私立幼稚園（こども園）7,530園
（令和2年9月2日時点）

園児・教職員の総数（概算） 138万世帯



教員免許更新制のよさ

教師として研修は必須のものだが、
幼稚園という零細な組織にあって
なかなか研修に送り出せない園もある。

更新制という制度によってすべての教員に
幼稚園教育要領改訂 等
変化する時代を認識するために
学びの機会が得られたことは貴重である



教員免許更新制の課題

一方で、
幼稚園教諭の専門性にかかわる研修ではなく
通信制などで小学校など他種であっても
受講利便性が高く、
より仕事と両立しやすい研修を受講するケースもあり
せっかくの幼児教育としての学びの機会を
有効に利用できていないことは残念である



制度を見直す機会が得られる場合の観点

幼稚園の既存研修との互換：連携という視点

現行、幼稚園（こども園）では、
・全日本私立幼稚園連合会
・（公財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

→研究研修を主とする公益法人

私学団体として企画運営し、免許更新制と並行して
実施している研修が数多くある
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公益財団法人 全日本私立幼稚園幼児教育研究機構の取組

１．機構が直轄する研修
・幼児教育に関わる先端的な情報提供
・地区ブロック、都道府県私立幼稚園団体のリーダーの育成
・園内研修や研究の発表と奨励
・教員免許状更新講習
・ECEQコーディネーター養成

２．地区ブロックにおける研修
・全国を11ブロックに分割し、各ブロックでの研究大会の実施
・教員免許状更新講習
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３．都道府県における研修

・新規採用教員研修（都道府県担当部局共催）
・現任研修
・中堅教諭研修
・園長・主幹研修
・公開保育とその後の協議会

ECEQ 「公開保育を活用した幼児教育の質向上システム」

・政令指定都市、中核市は都道府県と連携し、独自に研修を実施

・教員免許状上進講習
（都道府県教育員会や教員養成大学で実施）



・経験年齢別
・職階別
・研修を体系化した研修俯瞰図での分野別研修
（機構作成：文科省分野にも対応）

様々な研修を日常的に企画運営実施している。

例えば

免許状更新制を「研修ポイント制」にできれば
日常的な研修受講によるポイントの獲得によって
幼児教育に必要な研修を無理なく無駄なく
免許状更新ポイントにつなげて学ぶことが可能となる



現在 国の子ども・子育て支援新制度においては
・処遇改善Ⅱとして、
教員の研修履歴が給付加算の対象となっている

・当連合会と機構では、この制度とも連携し、
文部科学省幼児教育課の支援を得て
研修受講申し込み、研修レポートの回収、

各教員の研修履歴のデータベースをデジタル管理し、
個人はアプリケーション利用によって
自分の研修履歴を把握できる仕組みを開発し、
全国の幼稚園（こども園）に普及をはかっている
免許状更新講習の申込みも当システムを利用

今後の免許更新制のデジタル化にも親和性が高い



ご清聴ありがとうございました


